
 地域ブランド化の取組において主体となって取り組むのは団体等であるが、ブランド化を推進するた
めには⾃治体の協⼒が必要不可⽋。また、属する⾃治体のブランディングに沿った⽅針となることで、
“個”のブランドをより際⽴たせることができると思慮。

 そこで、地域ブランド化において、それぞれの団体等の“個”のブランド化だけでなく、その傘となる“地
域”そのもののブランド化を⾏うことで、“個”のブランド化がスムーズに進み地域全体のそれぞれの産
品の発信⼒も強めることができるのではないか、との考えのもと⾃治体を中⼼とした⽀援を実施する。
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基礎⾃治体等を対象とした地域ブランド構築⽀援事業


